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１．はじめに
　日本のさつまいも文化は、時代や地域、
そして人々の記憶とともに、多様なかたち
で受け継がれてきた。本稿でいう「文化」
とは、人間の生活に根ざした営みの総体を
指す。さつまいもの印象は、代替食として
の記憶から、おかずとしての親しみ、現代
におけるスイーツとしての楽しみまで、
育ってきた時代や経験によって様々であ
る。今日の日本では、さつまいもは嗜好品
として親しまれ、幼少期から学校教育や家
庭において身近に触れる機会がある。その
実践内容は、苗の植え付けから収穫、調理、
給食での提供に至るまで多岐にわたり、子
どもの身体を通じた体験を実現している。
同時にさつまいもは、アニメや絵本、紙芝
居など、物語や映像を通じた間接的な体験
としても暮らしの中に登場することがあ
る。
　本稿では、幼児期から就学前後の子ども
たちに人気のアニメで描かれるさつまいも
に着目する。ここでは、『それいけ！アン
パンマン』1）・『しまじろうのわお！』2）・『お
しりたんてい』3）のさつまいもエピソード
を紹介し、「学び（Education）×さつまい
も（Imo）×遊び（Entertainment）」の相
互作用から生まれる、「エデュテイモメン
ト」の可能性について見つめていきたい。

脚注
１）絵本『あんぱんまん』（作・絵：やなせたかし）

原作。1988 年よりテレビアニメ化。
２）ベネッセコーポレーションの幼児教育教材
「こどもちゃれんじ」シリーズのキャラクター
による教育アニメ、教養番組。

３）児童書シリーズ『おしりたんてい』（作・絵：
トロル）原作。2018 年より TV アニメ化。

２．�アニメを媒介とした「エデュテイモメ
ント」の可能性

　アニメは、日本が世界に誇る文化であり、
メディア芸術としても位置づけられてい
る。青山貴子は、教育におけるメディアの
役割について「（前略）新聞・ラジオ・テ
レビなどのマスメディアのみならず、多様
な事物・事象が教育メッセージを媒介する
メディアとして人々の生活文化と深く関
わってきたのであり、それぞれの時代の
様々なメディアに教育的意図が込められ、
期 待 さ れ て き た と い え よ う。」（ 青 山，
2019）と述べている。こうした観点からみ
ると、アニメもまた人々の学びに寄与する
媒体として位置づけられる。作品に出てく
るさつまいもは、子どもたちにとって身近
で親しみやすいモチーフであり、娯楽描写
にとどまらず、関心・感性・想像力を育み、
自己形成に大切な栄養の一部となり得る。
すなわちさつまいもとアニメの融合は、「エ

い も と 文 化

アニメ作品にみる
『エデュテイモメント』の可能性

いもりんさつまいも伝道師 
（みやおか まゆ）
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デュテイモメント」のひとつの可能性を秘
めている。
　本節では、『それいけ！アンパンマン』・

『しまじろうのわお！』・『おしりたんてい』
それぞれの物語におけるさつまいもの描か
れ方の特色と、そこに見られる学びや文化
継承の要素について考察する。

2.1　『それいけ！アンパンマン』
　第153話「アンパンマンとやきいもまん」
では、スイートポテト・ジュニア（以下、ジュ
ニア）が、父の屋台を継ぐ過程で、成長し
ていく姿が描かれる。ジュニアは、主人公
のアンパンマンやカレーパンマンたちの支
えを得ながら、焼き芋づくりに挑戦し、「や
きいもまん」としての自信を育む。屋台を、
ばいきんまんに奪われる場面も描かれるが、
焼き芋づくりを通して、挑戦・継承・助け
合いの大切さが描かれているように思われ
る。この作品で焼き芋は、食という側面だ
けでなく、登場キャラクターの心の成長や
周囲との関わりのきっかけが与えられるア
イコンとして捉えられる点が特徴的である。

2.2　『しまじろうのわお！』
　エピソード「なぞの イモせんにん」では、
主人公のしまじろうとその仲間たちが、さ
つまいも掘りに畑を訪れる。しまじろうた
ちが、畑でさつまいもが見つからず困って
いると、「イモ仙人」が土の中から登場する。
イモ仙人は、しまじろうたちに「掘り出し
てくれたら、一人ひとつずつ願い事を叶え
るぞ」と言う。しまじろうたちは力を合わ
せ、イモ仙人を掘り出す。本作品では、芋
掘りやさつまいもがファンタジー要素と結
びつき、印象的に描かれている。自然や食

への関心を促すだけでなく、仲間との協力
や他者への思いやりの大切さも伝えている
のではと考える。

2.3　『おしりたんてい』
　第08・09話「ププッ むらさきふじんのあ
んごうじけん前編・後編」では、代々続く
さつまいも農家“オーイモのうえん”を舞台
に、暗号をめぐる謎解きが展開される。主
人公のおしりたんていが、助手のブラウン
や依頼人と共に暗号を読み解き、農園に伝
わる“宝”にたどり着くまでの過程は、視聴
者に伝統や継承の意味を静かに問いかける
ような構成となっている。また、オーイモ
のうえんの「べにいもこ」（さつまいもへ
の深い愛情から、むらさきふじんと呼ばれ
ている）らが、さつまいも料理を振る舞い、
登場キャラクターたちで料理を囲む場面が
描かれる。おしりたんていが料理を味わい、
むらさきふじんに「とってもおいしいです
よ」と伝える。このような描写は、さつま
いもが人々を笑顔にし、伝統や土地との結
びつきを象徴的に示していると解される。

　以上の３作品における描写を整理する
と、それぞれ異なる視点からさつまいもが
取り上げられていることが確認できる。一
方で共通して見られるのは、さつまいもが
登場キャラクター同士の関わりを生み出す
媒介として描かれている点である。こうし
た描写は、自然や食にまつわる場面を通じ
て他者とつながる機会が提示されることを
示唆しており、それは現実においても、子
どもたちの関心や感性の芽生えにつながる
可能性を含んでいる。このように、アニメ
に登場するさつまいもは、モチーフとして
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の役割を超え、生きることや人との関係性
を構築する要素として機能している点に注
目したい。視聴者が作品を通じて得る感情
や気づきは、実体験と交じり合いながら、
内面的な変化や社会性を育むきっかけとな
るのではと考える。

３．�筆者の原体験にみる、実体験と間接体
験の交差点

　筆者が「エデュテイモメント」に着目す
る背景は、自身の幼少期の“味わイモな体
験”にある。最初の記憶は保育園での芋掘
りである。体験前は抵抗があったものの、
自ら収穫した瞬間の「すごい！うれしい！」
という感情。それを先生やクラスメイトと
共有しあった喜び。そして、その芋でつくっ
た焼き芋の湯気、淡黄色の果肉、少し水分
が足りないホクホクとした食感までも
ギュッと抱きしめたくなった。あの感覚は、
子どもながらに印象深かった。のちに絵本
でさつまいもや芋掘りの場面に触れた際、
自らの体験と物語が重なる感覚になった。
そうした間接体験は、収穫の喜びや仲間と
分かち合う尊さといった記憶を再確認さ
せ、体験への新たな意味づけを促す機会と
なった。物語が記憶を呼び起こし、感情や
価値観を再構築していく機会となる可能性
を感じた。

図：エデュテイモメント（三位一体）

　時が経ち、街中で子どもたちが「アンパ
ンマン！」「しまじろう！」とキャラクター
名を口にする光景を目にし、これらの作品
にもさつまいもが描かれていることを知っ
たとき、筆者の“さつまいもアンテナ”（さ
つまいも関連情報に反応する感覚を指す造
語）が反応した。アニメを介した「学び×
さつまいも×遊び」の三位一体が、子ども
たちの成長においてどのような役割を果た
し得るのか、そんな問いが生まれた。一般
に、幼児期は受動的に物事を受け取る時期
だが、成長とともに学びは能動的なものへ
と変化していく。日本では、この発達過程
において、芋掘りなどのさつまいも体験が、
食育・情操教育・体験教育の文脈で重視さ
れてきた。さつまいもは、栄養や自然、文
化への関心を喚起し、身体的・内面的な成
長に寄与し得る魅力をもった食物である。
こうした背景をふまえると、アニメに登場
するさつまいもの描写が、子どもたちの世
界に学びの種を届ける「エデュテイモメン
ト」の可能性が見えてくる。

写真：�前列左から３番目。さつまいも収穫後の筆者（当
時３才）
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４．�暮らしの中にさつまいも：つくってみ
よう！かんたん『さつまいもの素揚げ』

　物語の中に登場する食べ物が、心をくす
ぐり、実際に「食べたい」と感じたことは
ないだろうか。物語を起点とした実体験へ
の移行は、我々の想像力と五感を結ぶ、学
びや発見のプロセスと捉えることができ
る。今回は、子どもと一緒に食べられる「さ
つまいものおやつ」を紹介する。実際に作っ
て・味わうことで、エデュテイモメントが、
暮らしの中からほっこり広がっていくと嬉
しい。
【材料】
さつまいも・オリーブオイル・お好みで塩

【作り方】
１．�さつまいもを水洗いし、皮付きのまま

１cmの太さに輪切りする
２．�１を皿に入れ、アク抜きのため５分ほ

ど水につける
３．�２を耐熱皿に入れて500wで３分加熱

する
４．�熱したフライパンに、さつまいもがひ

たひたになるくらいオリーブオイルを
入れ、３を加える

５．�片面ずつほんのり焼色がつくまで揚げ
たら出来上がり

　　※�お芋に竹串を通してスッと通れば、
ちょうどよい加熱具合いである

６．�そのままで、またはお好みで塩をふっ
て食べる

５．おわりに
　本稿では、さつまいもが描かれるアニメ
を手がかりに、「エデュテイモメント」の
可能性をみつめた。アニメによる間接体験
は、子どもたちが実際のさつまいも栽培・

調理・喫食に関心を抱くきっかけとなり得
る。一方で、現実で体験したことがある子
どもにとっては、その記憶を物語と重ね合
わせ、再解釈したり想像を広げたりする手
がかりとなるだろう。2005年制定の「食育
基本法」では、食育は「生きる上での基本
であって、知育・徳育・体育の基礎となる
もの」と位置づけられている。2024年の「食
育に関する世論調査」では、必要だと思う
食育の取組みとして、乳児や幼児に対して
は「保護者が食について学ぶ機会の充実」

（71.8％）や「保育園・幼稚園・認定こど
も園などでの給食の実施・充実」（49.8％）、
小・中学生に対しては「児童・生徒が食生
活や食文化について学べるコンテンツの充
実」（56.0％）が上位に挙げられているこ
とがわかった。こうした動向を踏まえ、「学
び」「さつまいも」「遊び」が交わる体験は、
人々の成長をより豊かにする糸口となり得
るだろう。日本のさつまいも文化における
新たな継承のあり方として、今後もその展
開と深化を継続的に探究していきたい。

写真：さつまいもの素揚げ
　　　Webサイト：https://www.imorin-web.com/
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